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　動物の体 は多数かつ 多種類 の細胞か ら で きて い る 。 それ ぞれ の細胞は 、 組織 とい う小集団を作るが 、

この 小集団自体が複数種類 の細胞から成 り立 つ こ とが多い 。 それぞれの 組織で は、細胞が、機能に応

じて 特有の 配列 をな して い る 。 た とえば 、 上皮細胞 の 多くは 2次元的な シ
ー

トを作 り、こ れが管状、

袋状に 曲げら れ て独特な構造を呈 し て い る 。

一方 、 結合組織の細胞 は 、

一
見無秩序な 3 次元集 団をな

す。 組織の 中で もっ とも複雑な もの は 、 脳を中心 とする神経系 で ある 。 神経系 を構成する細胞 の数と

種類は莫大で あるが、こ れ らが極め て複雑な秩序の 下 に、結合、配列 して い る 。

　こ の ような組織特有な細胞 の編成は 、 多かれ少 なかれ 、 個 々 の 細胞の 自律的な能力に依存 して い る。

古典的な研究に よ れば 、 組織を単細胞 に分散 し て も、 細胞が 再び集 っ て、もと の 組織 と似 た よ うな構

造体を形成する こ とが わ か っ て い る 。 さ らに 、 異 なる組織の 細胞を分散 して か ら人為的 に混合す る と、

それ ぞれが別の集団を形成する 。 すなわち 、 動物細胞は 、 ば らば らにされ て も、 多細胞集団 を再形成

しようとす るばか りか 、 同タイプ 、 異タイプ の細胞 を認識 しなが ら 、 もと の高次組織 を構築す るの で

ある。

　上の ような細胞の行動は 、 ど の ような機構 に基づ い て い る の で あろ うか 。 古 くは 、 差次接着性仮説

な ど物理的見地に よ る説明が しば しば試み られたが、それだけで は複雑な細胞行動は説明で きない 。

生物 と して の 細胞が 持つ 独特な機構が解明されなけれ ばならない 。 細胞が集団を作 る た め に必須 の 要

素は
、 細胞間の 接着で ある 。 細胞接着の研究を介 して 、 細胞が い かに して 高次集団を作 り上げる の か 、

とい う問題の 解明が試み られ て い る 。 細胞 は様々 な蛋 白質を用 い て相互 に接着す る 。 そ の 中で と くに

重 要な役割 を果た し て い る分子が カ ドヘ リン で ある 。カ ドヘ リ ン は細胞膜 を貫通す る蛋 白質で 、向か

い 合 っ た細胞間 で 互 い に相互作用する こ と に よ り細胞 を結び付け て い る 。 た だ し、こ の カ ドヘ リ ン の

相互作用 に よ る細胞接着は 単純な 分 子 間反応 だ け に よ る の で は な く、細胞 の あ る種の 生理 的活動を必

要と して い る 。 た とえば 、 カ ドヘ リ ン が働 くため に は生理的温度が必要で ある し、 また 、 カ ドヘ リ ン

が細胞質側 で 他の 蛋白質と結合する必要が ある。 細胞の接着は 、 能動的で 、 様 々 な分子反応の 複合的

結果 で ある と考えて よい
。

　カ ドヘ リ ン には複数の種類があ り、 それ ぞれが反応特異性 を有する 。 すなわ ち 、 同 じカ ドヘ リン ど
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うしが特異的に反応 し、 例外 を除 い て他 の カ ドヘ リン とは結合しな い
。 ま た 、 細胞の種類に よ っ て異

なるカ ドヘ リンが使われ て い る 。 上 で述 べ た ような、 異な る種類の 細胞を混ぜ る と選別が お きる とい

う現象は 、 細胞が持 つ カ ドヘ リ ン の種類が異なる と い う事実によ っ て説明で きる 。 さら に、動物 の 発

生過程では 、 細胞 による カ ドヘ リ ン の 合成が 、 刻々 と変化する 。 細胞が集団を形成する ときに は合成

量が 増え、 分散す る と きに は減る。 また 、 ある細胞層 が 2 つ に分離する ような過程で は 、 カ ドヘ リ ン

の種類が変わ る 。 これ らは 、 動物が接着分子 の 合成を積極的に コ ン トロ ール する こ とによ り、 細胞 の

接着状態を変化 させ 、組織作 りを行 っ て い る ことを示唆 して い る 。

　成体 にお ける組織 の 構造は
一
般 に安定で ある 。 細胞の 入れ替えが ある はずだが、組織の 構造 に影響

を与 えな い よ うに行 わ れ て い る 。 しかし 、 こ の 安定な構造 は細胞が癌化する と しば しば破壊 される。

癌の 主なもの は上皮組織か ら発生 する 。 上皮 は極性 をも っ た秩序あ る構造体で あるが、癌 の 悪性化 と

ともに極性が消失 し 、 無秩序 な細胞塊 となる 。 場合に よ っ て は、接着性 を失い
、 単細胞生物 の よ うな

状態に な っ て しまう。こ れ ら の 癌細胞 の 多くは 、カ ドヘ リ ン の 機能に異常が生 じて お り、 その 原因と

して は 、 カ ドヘ リ ン そ の もの の 消失 、 ある い は カ ドヘ リ ン 機能を支える他 の タ ン パ ク質の異常な ど が

ある 。 多 くの 場合 、 そ の よ うな異常がお きる原 因は不明で 、 細胞の 接着性 を正常な状態に戻す ことは

難 しい
。 多細胞体制を維持す るため の 制御か ら離脱 し た細胞 と い うこ とが で き る 。

　要約する と、 動物細胞 は 高次組織構造を形作 っ て い る が、こ の 構造 は 、 組織 を単細胞 の 状態 に ま で

解離 して も再生さ れ得る の で
、 個々 の細胞の 自律的能力 に依存 して編成される もの と考えられ る。 組

織構築の 過程 に は 、 細胞接着分子が関与 してお り、 その働 きは複合 的で生理的で ある 。 その 生理過程

の
一

端が崩 れ る と、 細胞の組織形成能は失わ れ て しまう。 動物細胞 によ る組織の構築は 、 こ の よ うに、

きわめ て動的な機構 に依存 して い る 。
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